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１．はじめに 

インドにおいて特許を取得する場合、出願後に審査請求してから実体審査が着手までに長い時

間（平均 4 年間）を要する現状にあります。また、出願から査定までに平均 7 年間を要すると

言われています。出願人としては、重要な特許出願の審査をいかにして促進させるかが課題とな

っている。 

 

インド特許庁は、コルカタを本庁とし、ニューデリー、チェンナイ、及びムンバイの３ヶ所に

支庁が設置されています。本庁のコルカタは、インド特許庁の本部として、全体管理を行う役割

を果たしていますが、審査および審判の実務等については、４庁が独立して処理しています。

なお、非居住者がインドにおいて特許出願をする場合、上記の 4 庁のうち、インドにおける住

所または業務を行う場所を管轄する特許庁に出願をする必要があります。 

 

 インド特許庁は、最近の特許出願の増加（年間約 5 万件）に伴い特許出願の未審査滞貨が多

く、このことが審査における質の低下や審査期間の長期化等の問題を招来しています。審査の質

については、４庁間で審査官が相互に移動することによって均一化が図られています。しかしな

がら、審査処理速度は、4庁間で均一ではなく、以下のようにバラツキが大きい状況にあります。 

 

 インド特許庁は、各技術分野において、「いつファイルされた特許出願に対して ”First 

Examination Report”が発行されているか」を４特許庁毎に比較したものを公表しています。 
 

分野＼特許庁 ニューデリー ムンバイ コルカタ チェンナイ 

電気／電子 2008年 4月 2009年 1月 2008年 12月 2008年 11月 

機械 2008年 6月 2009年 1月 2008年 7月 2008年 10月 

化学 2009年 6月 2011年 4月 2010年 2月 2009年 1月 

バイオ 2009年 9月 2011年 4月 2009年 7月 2010年 2月 

 

このテーブルは、2013年の時点で、ムンバイ特許庁が、いずれの技術分野の特許出願につい

ても、審査の開始時期が早いことを示しています。たとえば、化学分野の特許出願の場合、一番

遅いニューデリー特許庁と一番早いムンバイ特許庁とでは、出願から”First Examination Report”

が発行されるまでに要する期間に大きな差（2年３ヶ月）が生じています。 
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以上のように、インドの特許プロセキューションにおいて、優先審査／早期審査に対応する手

続が存在しません。このような状況下で、少しでも審査を促進するためにはどのような措置を講

ずることができるのかについて以下に説明します。 

 

【全 3頁】 

 

 


